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セカンドライフでインターンシップ

をはじめました  

 

mixiがインターンシップをセカンド

ライフで募集、というニュースが 2

月にありました。 

インターンシップとは学生の就業体

験のことです。私が学生の頃には、

こんな言葉はありませんでした。 

mixi が行ったのは、インターンシ

ップの受付をセカンドライフで行う

ということで、実はそれほどセカン

ドライフとは関係ありません。 

インターリンク社はセカンドライ

フ事業を体験するというインターン

シップを募集しました。 

インターンシップには 4 名の情熱

あふれる学生さんを迎え、7/29 より

スタートしています。 

 

米国の IT は、オタクによって支えら

れている 

 

今でこそ、立派なビジネスマンの

風貌になった、ビルゲイツですが、

昔はそれこそオタクそのものでした。 

シリコンバレーがなぜ成功したの

か、それは、オタクにも成功の分け

前を与えたからだ、と梅田望夫氏が

著書「ウェブ進化論」の中で指摘し

ています。 

日本では、コールセンター要員は

勿論、開発要員まで外注や派遣で安

く、お手軽に済ませようという企業

が多くあります。 

成功した起業家として取り上げら

れる人の中に、人材派遣会社の社長

が多いのは、このことを象徴してい

ます。 

こういう開発では、開発が成功し

てヒットしても、開発者には何の恩

恵もありません。 

開発期間の労働時間分の報酬を得

るだけです。 

米国では技術者、特にオタクと呼

ばれるような、コンピューターのソ

ースコードを書いている時間が最も

楽しい、という人たちにも、ストッ

クオプションを与え、利益を分配し

た、という梅田氏の指摘は、まさに

当を得ていると思います。 

 

インターリンクはオタクを大切にす

る会社です 

 

私自身がオタクであると思うので

すが、当社はマニアックな人たちの

マニアックな要求に応えられる会社

でありたいと考えています。 

先日発表した、「逆引き無料」な

どいい例で、一般の人には何のこと

かわかりませんが、当社のお客様に

は、「お、これいいね」と思っても

らえるサービスを提供していきたい

と考えています。 

 

インターンシップ学生の作った 

『セカンドライフツアー』 

９／１にご案内します 

 

さて、今日もまた、インターンシ

ップの学生さんが当社に新鮮な空気

を運んでくれています。 

夏休み中の短い期間ですが、就業

体験をしてもらった成果として、９

月１日に、学生さんが考えた『セカ

ンドライフツアー』を行います。 

どうぞご興味のある方は、９月１

日１６時、セカンドライフ内 八国

山アイランドまでおいでください 
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